
ライトウ ォーターについて {第 1報)

1 はじめに

盆業経僚の進展にif¥、危険物の..IJ.!aiIに綱大し

遂年関係災省b多発大島健機fヒの鮒向にある.生かでも

(1動車や航空陣織料などに使附する右削J.I'J(Ii特にiIII!I!

の伸びが大Jきしその取り扱いも火砲化L大鋭傑火災

が心配されている.これ らは小火源においても引火 し

艦鍵進度も1it<.Lh・Lr(lIJ(I!Jで火災耐が急速に鉱大

L かつ単純水市火では効果が少な 〈消防上のm要な

問題のーっと 伝今ている.

このような中にあ。て この繍火災の情火剤の開発

は禽要伝問題である.従来蛋白地渦火鋼をも q て唯一

の前火綱として使用されているところであるが燈近

でU界面活性剤を主成分とする各随狐火剤が開発さ

れてきている.とかでも本Iaで取り上げるライトウ

ォー ターはアメ リカに釘いて、〈緑近開発aれたもの

であるが 前火用泡剤と Lて利JIiした後。袖樹上に

7・ルム状の'艇を作りガソリ γ$のベ パー.抑調

L>i絵防止および引火防止効泉があるといわ れてい

る.本来"ドライ ケミ カルとt刑刊するニとが原則とさ

れているb ライトウサーターのみでも鋤集があると

いわれている.そこ で二の削火剤が単鋭でも実際の現

場行動にあたってはたして効果的に使鮒し得るかどう

か.ヌ'f:l'J....I1>.R;!'It稲位必よぴ訓火働事の鉱験を主

に砲の耐液V世田耐火性，策定何事の2実験を行位。rーの
で組告する.

2. I健民料とその復要

"'1実験に使用したヲイ》ウォーター FC-194 (商品

名)"米国スリー zム社で衝し〈 開発 した弗驚系舟泡

消火剤のー健で.カチオン系弗化炭)!，臨界耐活性剤お

よび'"線住炭化窓素系界面活性網から成る.ニれはガ

γリンのIi.画に透明かつ均-<区梅い畿織が形成され.

二の彼観が特に炭化水素系液体危険物【."..，1}γ〉の

火災における前火および消火後の胃燃防止に効果があ

るとL、われてL、る.またヲイトウォーターはドライヶ

'"ルと併Hiした場合に効燥がI~ ~ 崎、 単鎮でも7fi.発

冊M性 i"火のいずれもかなりの効果含発仰するとも、

跨-0賓室

伊藤峰山・

われている.

米国ス， 品ム社より出されたa窓符釣〈昭 40 

2叫叙ト唱1.40.9.7)によれば主成分の一例として縄げ

られたのは次の 5つである.

(1) (白FIT'SOz.NH・(CH.).，N【CH.).)I

(2) (G，F，s'CO・NH.(CHz)s.N(CH山)1

(3) (C，F15・口3・NH.(CH山 .N(CH.>t.CH.・CH.'

Q.CO.CH ;CH.lφCI-

(4) G，F".OO.NH.(C沼 山 N・(CH，).・CH.，CI'h

CO.Q‘ 

(5) 白FI1'SOz.N(C，Hρ・CHz.CQ.Q.K

調障は形成鋼"フルオルカルポ y殿"よぴフルオルス

ルホ γ織のl!i!I体でli:抱佐観成分"次の.tIUIR:をすr
する.

成 分

(A) 

【B)

ポリオタスWSR-35
水

uw
お

お

田

冊

。0
0
鈎

その他

総度 25"(:-) ()()cs 

4"C-2(除草

P" '.2 

比11< 1.085 

3. 1;¥殿方法と結果

1 発泡lII.安定度民.. 

(，)方U

イ 発砲方法utdl間四ような方!tで隊"をあらかじ

め6婦に橋駅 LS∞凶のヒーヵーに猷験療関似を入れ

鍵作刷羽恨 〈鉱困 XIO圃 x1・〉付の健作怖をJIi.、

て，ニれt!，回伝肢で2分間境作発砲し 健作停止後

ただもにあらかじめ印されたピーヵーのH盗により倍

献を測定 Lh.

発砲倍事=抱張主(宇とした.
内階晴容 b1(叫

四.イの方訟で発泡Sぜt砲をuJI図のフJ訟でー定の

円筒容"，こ織り， 1'1然前砲さぜ下揮にたまる液貴金調

定し安定度を掬べた.

( 13 ) 

消防科学研究所報　６号（昭和４４年）



lI! l ~ 発地方止と安定度以験方法

(2) 節男iおよび身術

lI!l. 発砲本隊験結巣

み:，イトウオ-，- 盈臼泡

掛〈同 |傍 蹴 抱負〈同r;;; 本

1冊。 3抽 ，. . 

150' 32. & '.8 

2曲。 "0 7 5.8 

2500 泊。 7 7. • 

. :え斜l.Hずれも 6微調階調度""を先泡さぜた.

第2図 泡の安定度紋験結集
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ltiS泡の3在地本1>1風草野保険斜'"認定会の消火泡鑓抱

剤Iotlltl健)lによれば r!宅地司院は6倍以上であることJ

とされているが. ヨ伝以験では農作3を泡1J~としたもの

であり 二の方訟では2500回統で横術保険"事擁定会

の脱定にある発砲傍副院が憎られたので守以下，.師団伝

で発砲させた池について蹴験念行な。た.また界面活

性剤系の賦験鋭定はないので上記方法におづき鼠験を

行な q たものである.

本航験による発池は抗 11慢のとおり25∞由鮭にtn、

て ，イトウォーター 盗自泡とも"約7熔限度の倍

場と"り。粒子が細か<*持もの良い泡とな.， f:.ラ

イトウ傘-，ーはffi白地より発砲伎にS抗、て時下では

あるがす〈れていた.二のニとI!~イ》ウ喝ーターが

創自泡に比絞l..:.I!使mの防においても fi効に発砲させ

るニとが可能と思われる.

泡の安定度に釘いては。 州J暗然10分後にu初鯵-'"

9協鰹/J!のドレンとな今た. LかLitJ2閣のごと〈ヲイ

トウォー ターは10分後ーろから20"検ころにtHtトν

ン量.tI::Q，カ プで上f!Lている.二れは砲のd作bが

蛋白抱より1f'J<砲の安定11;.o、低い二企をE咋 ιてい

る.ライトウォーター本来の佐賀からすれば砲の安定

住が宕千億〈ともライトウォータ一泡は削砲し与がら

も薄いフィルムを形成し 健"程度調上ι広がり ;/~免防

止効果と併用する特長があ o . ζ の倶イド的に将J;~する

界面活性剤系砲と褒白系砲を副院に比伎のみでM.Mずけ

る二とはでき匂い.

2 耐議陰耐火健民凪

1')方法

イ，耐液性2え験1Ji..!:は /':' レ Ctlí i~85回向:~60

・〉に飢"を初回/)1'.よさに入れお∞回転で発砲させた

泡を 5分後に 5cd集り、れを液而上部 '1'央 1':').1 F 

L 砲がお1'in~回する時聞を測定した.

o. 耐火性猷験方dは，1AH図のごと<;-¥' -!-

<i'lltお・探さ曲個)，ニガソリンtlO・の" ~ 入

れ 発泡させん耐を 5分後に液面上:11'二日田乃はさ

.!I!:'tt. 11スパーナ-(先婚の開口渇2・火災Jカ長3

50・・〉で 火炎の先凋を叙"の現実面よりぬ舗雛すよう

にl 知砲に当て引火するまでの時間合宿定ι'ー・
躯3国 耐火性S実験方よ

(2) 結果釘よぴ考富良

ガソ， yと水拘留性可松性液体についてI 盗白血.耐

プル '-k泡，ライトウォーターの訟検を行'n、It.似

してみた.

樹液t生鉱般においてはガソリンについてみる と そ

れぞれ泡が反崩禄少するのに30分以上でいずれ b問a
/J!の衝様性効果が毘められた.またヲイ砂ウオ ター
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L. .と問惚信方dで発砲 した泡.ガソ"..， }(面白慣の

".になるよう '0・"I'Jさに ..~φ その後の砲の憶が り

'UI燃にまかぜ藤縄..・定した.その後ガYリンの

上"'1ニ震ぜた砲と開・Eの泡の調鹿児械..mιijI.!測定

舗とt.1:. 30分以上30分以31)分以上l' 
S砂'-3抄

2分-45・a実
t議~.測定処置'"‘図
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(2) 

の*ff:住町燃性液体について附機11.鎗泉8・"るかどう

か.I武輸を行"0 たとニ"砲の~幅減少する時聞はい

ずれも '-3紗制度で消抱L 水調印It可燃怜液体につ

いての耐様性勉果は飽められ伝い.

耐火位以験の.合，イ.?すー'ーはめS分，.1置

でガソリンのペーパーが時命抱'.0てtニ舛 UI火す

るが継使伶使は少信<.怨鍵b比般的緩慢である.二

れは，イトウォーターによるペーパー J ール鋤JI!.・少

'.からず行伝われている bのと思われる.

5面白泡は約6 分t.l~で泌を 1110 て上舛して来るペー

パーに持火し-lt:-、ー，(-t.上舛Lて来ると速観的c

'.c" .比般的思〈継続燃焼が行伝われる. 二の場合l

，イトウオ タ の耐火性"蛋自治より時間的に若干

早いが，副院続性鍵までのへーパー γー~婚患の併用e

~えれば大2・" (例制度の耐火性と判晴Lてさしっ

かえ伝いであろう.

尚..満席1生の液体についてU 耐糠性効集が費量いので

耐火陀以lftlH、可能であ。た. t=_____ぷ与ーー="
個J

ilJ!抑制住金測定する嶋合にj;いては，縮条件tJI. 

・L信ければ伝ゐないのであるがー定の測定y，慣が

鰻い刀で.J、製電 <r)40....鱈鼠状讐 整凪20'0.温度

ぽ珊に.，ト・ール〉じ釘いて n動支句の両側面ガ

ラ~戸.開1'" 二 L 測定 LrJる筏間内に3州、て 8提唱・ 1 こ

却したtt患に Lて行伝。たものである.

ガゾ リν単錐の源先鑑測定にあ。て1.1， e.初約 ..，

h，の穂先量であるが ガソ リγの濃完貴がk也るた

め，源気圧事の関係で時間段通とともに'1¥5閲イのご
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ω . .・何回
崎町 ，..，" • 

，;..-tーレーにガアリ y を注入

3. I耳鼻仰制位低厳

(j) フ防止

イ 綿4団 ntll夫"の両側面Iil.附!ttt!lOに L.
'，;....，.-ν- <-al部 ・憶さ抽叫に待通，'，動車鮒ガy

\I :.-50 a: t注入 <rJlω.n JlJ~)ι .Rtiiに!I!ぜガy
¥1 ;.-q)漉集貨を測定 した.

冒 イの方仏企岡織に問屋のガ 7リγを注入した上諸

に I(1)1'の方仏で発砲しfこ泡をI 織Jld踊全体にI'Jさ '0
・1 こ j県~ガソ切 νの来免貨を測定 L/;. その後ガ， . 

yの UIlに援ぜた泡と伺昆の砲の腐処減.... ιヲ，~

測定飽とした.

，、 ィの方仏と同僚



と〈局発-=lJ t，余命に減少の.ープ~示している.

，イトウサーター泡eヒガソゆ γの厳副首上全体に黛ぜ

た場合と，被面1ド分に.ぜた栂合.いずれも同組度

f，J.， tJ・4区りの譲先mUIl院が担められた.ニの結果か

ら被副学分に砲を最~I一場合におL 、て砲は徐々 に銘散

してゆ <tJ. 砲のlIt散以外に週明f，J.IWいフ 4ルムが忠

巡に桜副色f.に広がり，ニのフィルムで破炎面上>111
うため，泌が破炎面全体に肱散され'.<とも ガγ"
~ '"慮免 t JlJ湖する効果" . 泡を全体に..，た場合と

向e温度の!$1Jt示している.

4 消火効率および再錨防止鼠.

川方d
山田x10(同様3却価のオイル":/1:'5caの厚みに

水を人れ.その 1:111にガソリン¥01灯納 101t住入

し.>I!.閣の方Uーにより シ守γノズル【政水盈221fmin

縫入h71r&;cal ;JJ被混合比 6!"型)!' JIIいて.~火後

30秒に削火開始ιた.e初l!I白泡による剤火.行'.

い，その後象jのすイルパンで問憾にセ ，トι..イト

今オーターを用いて刑火効司怖を比・2ι1;.

第6図 ピ，タア ，プ方式による滑火1iJL

(，)制県"よび号車

.3褒 泊火鎗副院比1101

品名

測定例If
、、、、 ウオー .~ 1 1l白地

1~ 火 '1 間 20H 同抄

阪極度 使 用 • 0.321 1. 3 1 

消 火砲の厚み f-]15欄 約17圃

刑火直債の olill 24't 15't 

静火せず 瞬間容火

。 向上

15分後 11火.，ず

初分後 問

-気温7't 風速北北東の風3m

I" ~当り の刑火')!.磁力結集から.ィ，ウォーター

組7'tで"勺たた的。第穣縫合比u69帳以下の 4号"

と匂勺たが. .・4より良質の砲が出来fー・蛋白泡Llf:J6 

婦の混合比であ01.ニ.

以上のように岡奮の抱"若干条件を異にLたが，い

ずれにしても耐火偽本はm.'l!I自泡耐火剰に比し ヲ

イト今オーターが途やかに前火可能で!調民椛(史IIIJ量も

釣I/.Mであり柿火鋤献は良いと担められる.

前火後.砲の-If，t取り徐き，調度薗献上まで点火搬

を近ずけ再点火tニころみ符火の状酒曜を限磁Lたが.

ラィ，。ォーター{建川崎ull白泡の.合よりも何悠し

に〈い.すなわら，イトウォーターは.前火s分後に

おいて得点火Lても符火し伝い.iII火10分後概点火す

ると約10秒後に務火総鍵し I;IJ~ ライ争ウォーターの

透明匁肩車い7.ルムが被副首 tの火炎を徐々に抑制L.

II火後初砂で鎮火した.前火15分後および初β後，，"

火ぜず.フ ...ムによる謙鎗抑制効果がuめられた.

R筆画に点火締金権iaさぜるだけで"再持火L伝いの

で. .d火怖により給料の現~íl闘 を祖陸作 ιたとニろ将火眼

健絵鍵し1;.'.f火後16分，イト今オー'ー砲"冠全刑

制したが，-1Z7.ルムは形成され， .，f:だかなりの麗

積金抑制し偽農が担められた.

本')!.験の"件‘聞に斜吋る一般的信納泊と ιて.

イ》ウォータ -IJ.M のE医白泡と肉織の削火方j1;1ニ"

いて 釣 .f嘗置い削火鋤織がある. L かもニの消火泡

"雌いフ 4ルムを形成し剤火後慾例液耐を憎い給料の

薫発t仰鋼し肖着火を防止する.ニの二とから消火剤

として有舗と判断される，しかι今後諸条件に"ける

実験結集金1f.匁ければ結蛤ずけることはで8伝1、.

，. .食健麟

(J)方法

ライトゆオーターは 原謙であろうと6!杉本内保護で

あろうと有鋤年4裂が'l'Jk久的とされており。また 1)H 

4.2 (剥a・性》であるため.長期貯蔵に防L腐食に耐

える1J=1J'~安である.そニで貯蔵曾却に使用するス

テ yνス，ボ.'ιチνy・mの践例 (3cax9c・〉を

iI~方u;により民昼食 を行也い腐食状償金肉桜 恨 !!IL

た.

申 ，イトウ， -ター原被

(j) .イト今オーター 6術水槽液

(2) 結集

，.~佳過後においていずれも肉眼縦厳における腐

食双.1J.ttめられ伝い.

4 む す ぴ

ヲイ砂ゆすータ ーは.弗湾系界面活性剤を主成分と

ιた羽目前火剤であり.I車両活性剤の佐賀としての疎禍

FC・ 1941:蛋白梅削火綱より給lftJ~illi <. ~健検当日銀 性分子"含まれているため袖面上に薄いフ 4ルム Hj
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成し.泡による消火のほかペーバ【 γールされるので

袴着火されない争奪援がある.

本航験の条件範闘では，平面的な鳩合の炭化水素系

燃科〈ダソリ y)に対して。かなりの言震発骨制効果お

よび消火効率が認められた.水調際性可a忠雄!IE体につい
てはほとんど効果がない..イトウォーターの情火方

法は，現周蛋白地組長麿がそのまま使用可箆である.

また，ライ砂ウォーターは稿火剤としてのみではな

しガソリン等が路上に淀幽したような場合の災害に，

応t剖に引火防止刻としても使用可能ではない治、と思

われる.しかし本興験では，基礎実験を行な。たのみ

で今後の研究をまたな"れば解明されない後多の問

題点があり，今後提条件に会るける9/験結果を検討しな

ければ結輪ずけるこ とはできない.

以上現在までの実験結果金要約して総介したのであ

るが，さらに>J!験を続けて行きたいと思今次第であ

る.

本依験にあた。て.，吉田工嫌株式会社.住友スリー

品ム栓の御悔カを賂。たニと を配して. 僚経の総!f.~

表する.
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